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第2回 中部ブロック居住⽀援協議会に
係る勉強会 【豊⽥市説明資料】

豊⽥市役所 福祉部 福祉総合相談課 副課⻑ 中野 将
⽣活福祉課 担当⻑ 伊豫⽥ 博樹

資料３
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豊⽥市役所 福祉部の組織図 ◆：新設課 △：一部改編 ●：変更なし
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生活困窮者の現場 豊田市の現状

① 事例 ホームレスへの入居対応（生活保護）

② 民間大家さんの意向

③ 大家さんの抱えるリスク
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⼊居困難者の現場① ―事例 ホームレスへの⼊居対応（⽣活保護）―
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事例）ホームレス（保障⼈となるような親族・知⼈なし）
⇒⽣活保護を申請後、地元の理解のある⼤家さん所有の物件に⼊居
（保証⼈なし 保証会社なし 市が緊急連絡先となる）

事例）ホームレス（保障⼈となるような親族・知⼈なし）
⇒⽣活保護を申請後、地元の理解のある⼤家さん所有の物件に⼊居
（保証⼈なし 保証会社なし 市が緊急連絡先となる）

⾃宅で死亡した。ゴミ屋敷状態だった・・・
部屋の⽚づけ、本⼈の家財の処分 ⇒ ＣＷが⽚づけを実施

⾃宅で死亡した。ゴミ屋敷状態だった・・・
部屋の⽚づけ、本⼈の家財の処分 ⇒ ＣＷが⽚づけを実施

・汚れた部屋の改修の費⽤は⼤家さんの負担になる
・滞納家賃が残っているが、どこからも補填されない。
・悪臭等により同じアパートの住⺠が退去してしまった
・事故物件を抱えてしまった

・汚れた部屋の改修の費⽤は⼤家さんの負担になる
・滞納家賃が残っているが、どこからも補填されない。
・悪臭等により同じアパートの住⺠が退去してしまった
・事故物件を抱えてしまった

それ以外の問題が残ったそれ以外の問題が残った



⼊居困難者の現場② ―⺠間⼤家さんの意向―
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空き部屋を防ぐため、多少のリスクを抱えても、
福祉的な⼊居にも応じてくれていた。

リスクの⾼い⽅（ホームレス、⾼齢者、出所者）の
⼊居に難⾊を⽰すようになってきている。

リーマンショック当時（平成２０年頃）
●派遣切りにより社宅としての⼊居契約が減り、空き部屋が増えた

平成２９年現在
●その後の景気回復で社宅契約が増え、空き部屋が減ってきた



⼊居困難者の現場③ ―⼤家さんの抱えるリスク―
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●死亡時や失踪時の家財処分
（遺産相続、本⼈財産の所有権の問題 etc..）

●汚れた部屋の修繕費⽤
（ごみ屋敷、破損、設備の盗難 etc..）

●保証⼈の不在

たとえ、家賃（住宅扶助）が確保できても、
ほかのリスクがあるため、⼊居させることに抵抗がある。

たとえ、家賃（住宅扶助）が確保できても、
ほかのリスクがあるため、⼊居させることに抵抗がある。

例）⾝寄りがない単⾝⾼齢者、ホームレス、刑務所からの出所者
要配慮者ほど、⼤家さんは受け⼊れがたい

⽣活困窮者をアパートに⼊居させることは『家賃』以外のリスクが⽣じる

『家賃』以外でも、⼤家さんのリスクを減らす⽀援・措置が必要
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参考資料 豊⽥市の取組



豊⽥市 地域共⽣型社会システム
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豊⽥市の地域共⽣型社会システムの構築に向けた取組


